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研究成果の概要（和文）：本研究では、プログラミングの本質的な部分をモデルとして学ぶことができるアンプ
ラグド教材「ハンバーガー・ロボ」を開発した。これは注文をもとにスクリプトを作成、教師扮するロボットに
指示を出しハンバーガーを作らせるという教材である。また、これを核として、高等教育までを視野に入れたプ
ログラミング教育のためのカリキュラムの構築を試みた。
子ども向け・大学生向けの実験的な授業と、質的なアンケートを行った。小学校1校・オンラインによる子ども
向け・大学3校での実施である。 また、小学校教員に対する研修で「ハンバーガー・ロボ」を用いた授業につい
て取り上げ、小学校における実際の導入手法について検討した。

研究成果の概要（英文）：In this study, we developed an unplugged teaching material called "Hamburger
 Bot" that allows learners to understand the essential concepts of programming through modeling. 
This material involves creating a script based on an order and instructing a teacher-portrayed robot
 to make a hamburger. Using this as a core element, we attempted to build a programming education 
curriculum considering higher education.

Experimental lessons were conducted for both children and university students, accompanied by 
qualitative surveys. These lessons were implemented at one elementary school, online for children, 
and at three universities. Additionally, we introduced the "Hamburger Bot" lessons in training 
sessions for elementary school teachers to examine practical implementation methods in elementary 
schools.

研究分野：プログラミング教育

キーワード： プログラミング教育　アンプラグド教材　リテラシーとしてのプログラミング　プログラミングのモデ
ル
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令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究における教育方針では、教師・受講者ともにプログラミングに関するリテラシー、すなわちモデル的な思
考を身につけること、また教師が受講者と共通した教材を用いて学ぶことで、導入から専門までの連続性を意識
することを重要視している。これにより、知識伝達のネットワークが形成され、教育を受けた人間が教育に寄与
する、という知識の循環が期待される。
また、小学校プログラミング教育のリソースは非常に限られている。現状の限られたリソースに過度な負担をか
けない、低コストな方法を選択することで、効率的・同時並行的なカリキュラムを開発し、実践することが本研
究の柱のひとつである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 

2020 年の小学校におけるプログラミング教育導入に向け、小学生向けの実践や教材が多数、
報告された。一方、現状では教師および保護者にも混乱が見られ、プログラミング的思考自体に
ついての理解が追いついていないのが当時の状況であった。 
また中等・高等教育においても、情報や工学における教育手法は歴史を持つが、一般学生向
けのプログラミング教育は確立されていなかった。これら教育の実現には、これまで考案されて
きた受講者向け教育手法のさらなる開発と同時に、プログラミング的思考を理解した教師の育
成が不可欠である。 
 
 
２．研究の目的 
 
前節で述べた問題点に対し本研究では、導入コストの低い、プログラミングの本質的な部分
をモデルとして学ぶことができるアンプラグド教材を開発する。これを核として、高等教育まで
を視野に入れたプログラミング教育のためのカリキュラムを構築し、評価を行うことを目的と
する。 
 
 
３．研究の方法 
 
(1) 教材開発 
 
本研究で開発する教材はカリキュラム全体の核をなすものであり、以下のような特徴を備え
る。 
 
 アンプラグド 
コンピュータ自体の操作や準備などに影響を受けない手法は、コストとリスクを下げ、かつ
現場あるいは教室のその場でアレンジ可能であり、論理的なモデルだけを抽出し短時間に学ぶ
手法として最適である。 
 広い対象 
対話的／スクリプト的実行、順次・分岐・反復やデバッグ、仕様の策定、言語の設計までを
視野に入れ、子どもや初学者向けとして利用できる。同時に、教師や大学生が教材の検討や開発
を学べる。 
 単語カードと日本語プログラミング 
単語カードと、それを複数配置するスクリプトによる指示を用いる。これにより、ブロック
タイプの教材に比較して、通常の文字を用いたプログラミングへの橋渡しが容易となる。また、
プログラムが英語や既存のプログラミング言語の逐次翻訳とせず、完成した単語カードを読み
上げると、自然な日本語となるよう配慮する。 
 
(2) 実験授業 
子ども向け・大学生向けの実験的な授業  1  ,  2  （図 1）と、その効果の測定を行い、質
的なアンケートを行った。小学校 1 校・オンラインによる子ども向け・大学 3 校での実施であ
る。  
 
(3) 教員の育成 
初等教育・大学における教員の育成  3  ,  4  について、小学校教員に対する研修で「ハン
バーガー・ロボ」を用いた授業について取り上げ、その際の教員の反応について報告し、小学校
における実際の導入手法について検討した。 
 
 
４．研究成果 
 
(1) 教材開発 
 
本研究では、上記 3.(1)節で述べた特徴を備えた、「ハンバーガー・ロボ」を開発、これに大
人向け・教員向けへの拡張を行った。これは注文をもとにスクリプトを作成、教師扮するロボッ
トに指示を出しハンバーガーを作らせるという教材である。 
 



(2) 実験授業 
 

上記教材に大人向け・教員向けへの拡張を行うべく、大学２校において、大学生を対象とし
た実験的な授業実践を行った。この授業実践について、国内における学会発表を１件行っている。 
 
新型コロナ蔓延の観点から、オンラインでの授業実践をおこなった。これは小学生と大学生
を対象としたもので、現地にはカードを配布・回収するといったアシスタントを置くことで、対
面と変わらない評価・効果を得ることができた。この授業実践について、国際学会における発表
を 1件行っている。 
 
また、小学校 3 年生 4 クラスを対象にアンプラグド教材「ハンバーガー・ロボ」を用いた実
践授業を行い、その結果を分析した。授業は４５分４コマからなっており、順次・反復・分岐・
ブロック構造について学習を行った。ワークシートの分析の結果、順次・反復・分岐の順に獲得
が容易であり、またブロック構造、特にその入れ子の習得は難しく、特別の配慮が必要であるこ
とが示唆された。この授業実践について、国際学会における発表を 1件行っている。 
 
(3) 教員の育成 
 
上記 3.(3)で得られたアンケートの結果から、本教材の適応範囲は小学校 3年生以上の児童
で、特に 4年生の児童に適していることが示唆された。また、導入する教科等としては、総合的
な学習の時間や特別活動が実施しやすいと考えられる。この研修については、国内学会における
発表を１件行っている。 
また、子ども向けの授業で用いるプログラミングのモデルとリンクした大人向けコースを提
唱し、教師の理解を深める実践を行った。この実践では、子ども向けのコースの内容を検討し拡
張することで、教師が型や変数への代入、言語の仕様といった、より高度なテーマを学ぶことを
射程に入れている。この実践については、国内学会における発表を１件行っている。 
 

 

 
図 1：研究の全体像 
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